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イ
ー
ジ
マ
郷
友
会
（
北
部
在
住
者
）

は
伊
江
村
郷
友
会
に
支
部
と
し
て

合
併
す
る
の
か

結
論
は
出
て
い
な
い
。
伊
江
村
郷

友
会
あ
る
い
は
イ
ー
ジ
マ
郷
友
会

の
皆
さ
ん
と
今
後
話
し
合
い
を
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

世
界
の
イ
ー
ジ
マ
ン
チ
ュ
交
流
事

業
で
前
回
参
加
者
の
方
々
に
補
助

を
し
た
が
、
今
回
は
旅
費
の
助
成
は
な

い
の
か

今
回
は
旅
費
の
助
成
は
行
わ
な
い
。

沖
縄
に
来
て
頂
い
た
方
を
歓
迎
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
者

数
は
何
人
か
、
カ
ー
ド
の
利
用
用

途
は

人
口
４
，
４
７
５
人
の
う
ち
、
交

付
枚
数
が
２
，
４
２
５
枚
、
交
付

率
は
５
４
．
１
９
％
。
健
康
保
険
証
と

し
て
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
。
昨
年
の

12
月
２
日
か
ら
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
証
明
書
が
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
運
転
免
許

証
と
し
て
の
利
用
が
令
和
６
年
度
か
ら

の
開
始
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

軽
石
の
使
用
方
法
の
検
討
は

約
１
ト
ン
袋
詰
め
に
し
て
、
村
の

指
定
ヤ
ー
ド
に
保
管
し
て
い
る
。

軽
石
を
利
用
し
た
い
と
い
う
方
が
い
た

ら
、
１
袋
単
位
で
利
用
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
、
県
で
案
を
つ
く
っ
て
い
る
。

こ
の
案
を
基
に
村
も
無
償
提
供
の
方
向

で
、
検
討
し
て
い
る
。

「
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
支
援
事

業
」
県
か
ら
村
に
移
行
さ
れ
て
い

る
が
専
門
支
援
員
は
県
か
ら
の
支
援
員

な
の
か
。
相
談
員
は
、
村
で
指
定
を
さ

れ
る
の
か専

門
支
援
員
は
新
た
に
内
閣
府
の

沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

を
活
用
し
、
補
助
率
が
80
％
に
な
っ
て

い
る
。
月
４
回
、
学
校
や
家
庭
等
で
の

支
援
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
支
援
員
に

定
期
的
に
来
て
い
た
だ
く
。

　

相
談
員
は
、
経
験
を
有
し
て
い
る
方

で
、
令
和
３
年
度
県
の
受
託
事
業
で
実

際
に
村
内
、
学
校
等
、
相
談
員
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
る
方
を
令
和
４
年
度
は

会
計
年
度
任
用
職
員
で
引
き
続
き
雇
用

を
す
る
。総

合
運
動
公
園
整
備
事
業
（
サ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設
）
の
サ
ブ
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
年
間
利
用
率
と
利
用
回
数
の

見
込
は合

宿
を
中
心
と
し
た
来
村
の
際
に
、

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
そ
の
用

途
に
応
じ
た
練
習
を
す
る
場
所
と
し
て
、

利
用
を
見
込
ん
で
い
る
。
回
数
は
、
過

去
の
実
績
で
来
ら
れ
て
い
る
社
会
人
や

新
た
な
チ
ー
ム
を
誘
致
す
る
と
い
っ
た

と
こ
ろ
に
も
努
力
し
な
が
ら
、
利
用
頻

度
を
高
め
て
い
く
。

透
析
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
平
均
し

て
18
人
利
用
者
が
い
る
。
ま
だ
余

裕
が
あ
る
の
か

ベ
ッ
ド
数
が
11
床
で
18
人
が
治
療

を
受
け
て
い
る
。

　

午
前
８
時
半
か
ら
患
者
を
受
入
れ
治

療
に
、
約
４
、５
時
間
か
か
っ
て
い
る
。

今
の
体
制
で
い
く
と
一
週
間
で
最
大
40

人
は
受
入
れ
可
能
で
あ
る
。

旧
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
駐
車
場
に
公
用

車
の
枠
が
６
台
あ
る
が
、
使
用
し

て
な
い
箇
所
の
公
用
車
と
い
う
文
字
を

削
除
で
き
な
い
か

現
在
40
台
中
、
６
台
が
公
用
車
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
早
急
に
削
除

を
行
う
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

マイナンバーカードマイナンバーカード

旧ターミナル駐車場旧ターミナル駐車場

質問 答え
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一般会計予算討論（抜粋）

船舶運航事業会計予算（抜粋）

名嘉 實　議員

名嘉 實　議員 島袋 勉　議員

並里 晴男　議員

反対討論

反対討論 賛成討論

賛成討論

　真謝・西崎区住環境負担軽減事業費が前年度比3,000万円の増と
なっているが、この事業は日常的に爆音被害を受けている住民のた
めの事業であり、民泊に来る子供たちにも沖縄の実態を知らせるべ
きで工事の順番は各区の推進委員会に委ねるべきだと考える。
　新たに就学前児童均等割り軽減分41万円(このうち村負担分10万
2,500円)が計上されているが、今後対象年齢を引き上げるとともに人
頭税ともいえるしくみを変えるべきだと考える。陸上養殖事業は、過
去に行われた養殖業の失敗を教訓にして取り組むことを望む。
　政府は敵基地攻撃能力を含め防衛力を強化するなどと言い、ロシ
アのウクライナ侵攻を悪用しアメリカの核兵器の共有まで言い出し
ている。これらの動きを阻止するうえでも自衛隊の宣伝費（自衛隊
募集委託金）を計上すべきではない。

　米軍を運搬している船舶運航事業会計には一貫して反対
してきた。米軍を運搬することは演習による基地被害に村が
加担することになるからである。
　村長の施政方針で「在沖米軍基地内の新型コロナウイルス
の感染拡大に伴い感染予防の観点から訓練の中止、村営フェ
リーを使用しないこと等、沖縄防衛局等に申し入れている。」
とのことだが、現在も米軍内での感染は続いており「村営
フェリー等の公共交通機関を使用しないこと」を常時求めて
いくべきで米軍の運搬も予定した予算案に反対である。

　波除堤や定期バースの改修工事が
4年度内に竣工する予定で、安定した
フェリー運航につながる事を期待す
る。
　燃料の高騰が続き長引くコロナ禍
の影響を受け依然として厳しい状況
であるが、終息後を鑑みた予算編成
であり、賛成する。

　予算は前年度より減額になったが、「伊江島空港活用調査事業」の調査、継続事業である「畜産総
合施設」、「農業集落排水事業」、各農業・林業振興にも取り組み、水産業においても、漁業者への各
支援事業を継続しながら、これまで実証実験を進めてきたスジアオノリの「陸上養殖施設」の整備も
計画されている。
　教育環境の整備を図ると共に、児童生徒・高校生修学及び伊江村文化協会ヘの支援、「沖縄本土復
帰50年」の関連事業、商工観光業の振興・住民福祉の向上、生活環境整備・道路・住環境整備などの
予算が計上され、本村の上位計画である「第5次伊江村総合計画」に基づいた各施策を更に推進し、
村民の福祉の向上に寄与する事だと期待する。
　「最小の経費で最大の効果を図る」ことを念頭に、常に村民ニーズを把握し、きめ細かく予算執行
に取り組んでいただくよう切望する。

反
対
・
賛
成
討
論
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問　
観
光
関
連
事
業
は
、
村
経

済
に
欠
か
せ
な
い
産
業
で
あ
り
、

重
要
な
政
策
と
考
え
る
。
経
済
回

復
に
向
け
た
支
援
策
は
。

答　
村　
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

及
び
経
済
回
復
に
向
け
た
対
策
を

最
優
先
課
題
と
し
、
国
・
県
の
支

援
事
業
等
の
周
知
及
び
動
向
に
注

視
す
る
。
ま
た
、
関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
村
単
独
事
業
も
交
え
的

確
か
つ
効
果
的
な
観
光
需
要
の
回

復
及
び
事
業
の
継
続
に
向
け
た
支

援
策
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た

い
。

問　
旧
タ
ー
ミ
ナ
ル
飲
食
テ
ナ

ン
ト
の
出
店
者
募
集
は
。

答　
島
袋
英
樹 

商
工
観
光
課
長

　
広
報
紙
や
防
災
無
線
で
呼
び
か

け
確
認
し
た
い
業
者
に
説
明
を

行
っ
た
。そ
の
後
の
相
談
は
な
い
。

問　
宿
泊
業
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、観
光
協
会
等
と
連
携
し

て
、支
援
策
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　
島
袋
英
樹 

商
工
観
光
課
長

　
観
光
振
興
推
進
協
議
会
の
民
宿

宿
泊
部
会
を
開
催
し
、次
年
度
以
降

の
対
応
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問　
「
ビ
ー
チ
サ
イ
ド
ホ
ー
ス

パ
ー
ク
」も
魅
力
あ
る
観
光
資
源
の

ひ
と
つ
で
あ
る
が
、そ
の
支
援
策
は
。

答　
島
袋
英
樹 

商
工
観
光
課
長

　
観
光
資
源
と
し
て
す
ば
ら
し
い

施
設
で
あ
る
が
、
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
直
接
給
付
的
な
支
援
で
は

な
く
、
間
接
的
な
支
援
や
国
・
県

の
支
援
策
を
内
部
で
協
議
を
し
て

い
く
。

問　
島
ら
っ
き
ょ
う
の
安
定
し

た
生
産
普
及
に
向
け
て
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
付
加
価
値
を
つ

け
た
新
し
い
商
品
開
発
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
は
重
要
な
政
策
と

考
え
る
。

　
拠
点
産
地
と
認
定
さ
れ
た
責
任

産
地
と
し
て
、
新
し
い
商
品
開
発

は
で
き
な
い
か
。

答　
村　
長

　
島
ら
っ
き
ょ
う
の
商
品
開
発
に

限
ら
ず
、
特
産
品
を
使
っ
た
商
品

開
発
の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
て

お
り
、
今
後
も
村
の
大
き
な
課
題

と
捉と

ら
え
て
い
る
。

　
商
品
開
発
に
積
極
的
に
企
業
等

が
取
り
組
め
る
よ
う
事
業
導
入
や

販は
ん
路ろ

拡
大
を
可
能
な
限
り
支
援
し

た
い
。

問　
農
家
か
ら「
出
荷
調
整
が
で

き
る
冷
蔵
庫
が
あ
っ
た
ら
良
い
」

と
い
う
声
が
あ
る
。
農
家
が
冷
蔵

庫
を
購
入
で
き
る
事
業
の
条
件
は
。

答　
玉
城
正
朝 

農
林
水
産
課
長

　
農
家
が
島
ら
っ
き
ょ
う
の
冷
蔵

庫
を
購
入
す
る
事
業
と
し
て
、
産

地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
、
特
定
地
域
支
援
対
策
事
業
、

野
菜
産
地
総
合
整
備
対
策
事
業
が

あ
る
。

　
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
は
、
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
計

画
を
作
成
し
、
そ
れ
を
伊
江
村
地

域
担
い
手
協
議
会
で
認
定
さ
れ
る

事
に
よ
り
、
支
援
の
対
象
と
な
る
。

特
定
地
域
支
援
対
策
事
業
は
、
１

地
区
あ
た
り
意
欲
の
あ
る
個
別
経

営
体
を
原
則
、５
経
営
体
以
上
、
育

成
す
る
目
標
を
設
定
し
て
採
択
さ

れ
る
。
野
菜
産
地
総
合
整
備
対
策

事
業
は
、
受
益
地
区
の
栽
培
面
積

が
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
と
い

う
こ
と
で
採
択
と
な
っ
て
い
る
。

厳
し
い
観
光
関
連
事
業
に
支
援
策
を

事
業
継
続
に
向
け
た
支
援
策
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く

村長

一般質問の詳細については、ホームページの第２回定例会会議録をご覧下さい

　　島らっきょうを使った　　島らっきょうを使った
　　　　　　「いえぎょうざ」　　　　　　「いえぎょうざ」

ここここを問うを問う

並
なみ

里
ざと

 晴
はる

男
お

 議員

一
般
質
問

付
加
価
値
を
つ
け
た
島
ら
っ

き
ょ
う
の
商
品
開
発
は

村長 �

商
品
開
発
に
取
り
組
め
る
よ
う

事
業
導
入
な
ど
支
援
し
た
い
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事
業
者
と
連
携
し
、
シ
ニ
ア
カ
ー
の
安
全
運
転
講
習
会
を
実
施
す
る

村長シ
ニ
ア
カ
ー
の
交
通
事
故
未
然
防
止
に
向
け
て

一
般
質
問 問　

村
に
お
い
て
シ
ニ
ア
カ
ー

を
利
用
す
る
高
齢
者
が
増
え
て
い

る
。
高
齢
者
に
と
っ
て
便
利
な
移

動
手
段
で
あ
り
、
自
動
車
運
転
免

許
証
を
返
納
さ
れ
た
方
は
、
特
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
交

通
ル
ー
ル
は
自
動
車
等
と
は
異
な

る
た
め
、
出
会
い
頭
の
事
故
が
懸

念
さ
れ
る
。

　
毎
年
、
利
用
者
に
対
し
安
全
運

転
講
習
会
を
実
施
で
き
な
い
か
。

答　
村　
長

  

村
で
は
令
和
元
年
度
か
ら
シ
ニ

ア
カ
ー
購
入
に
対
し
て
、
半
額
補

助
を
す
る
事
業
を
実
施
し
、
介
護

保
険
制
度
で
は
、
福
祉
用
具
貸
与

と
し
て
レ
ン
タ
ル
利
用
で
き
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
メ
ー
カ
ー
主

導
に
よ
る
年
１
回
の
安
全
運
転
講

習
会
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
２

年
度
ま
で
定
期
的
に
実
施
し
て

い
る
が
、
令
和
３
年
度
に
お
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
村
内
で
も
拡
大
し
た
こ
と
に

伴
い
、
実
施
を
見
送
っ
て
い
る
。

　

シ
ニ
ア
カ
ー
の
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
観
点
か
ら
、
事
業
者
と

連
携
し
購
入
時
に
操
作
方
法
を
は

じ
め
、
交
通
安
全
指
導
の
協
力
依

頼
を
し
な
が
ら
、
今
後
も
シ
ニ
ア

カ
ー
の
安
全
運
転
講
習
会
を
実
施

し
て
い
く
。

問　
村
民
並
び
に
来
村
者
に
対

す
る
交
通
ル
ー
ル
や
、
安
全
運
転

等
に
関
す
る
周
知
は
で
き
な
い

か
。

答　
村　
長

　
シ
ニ
ア
カ
ー
は
、
歩
行
者
と
見

な
さ
れ
る
と
は
い
え
、
乗
り
物
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
や
安
全
運
転
は
必
要
不
可
欠

だ
と
考
え
て
い
る
。
村
民
並
び
に

仕
事
や
観
光
で
来
村
す
る
観
光
客

等
に
村
内
の
シ
ニ
ア
カ
ー
の
交
通

量
が
多
い
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
看
板
や
チ
ラ
シ
等
で
情
報
提

供
お
よ
び
周
知
を
行
い
、
事
故
防

止
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
年
４

回
実
施
し
て
い
る
交
通
安
全
推
進

協
議
会
に
も
広
く
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

シニアカー安全講習会シニアカー安全講習会

村政村政 のの

島
しまぶくろ

袋 勉
つとむ

 議員

伊江村電動三輪車等購入補助金
年　度 申請台数 購入金額合計 補助金

令和元年度 18 台 3,944,770 円 1,806,000 円
令和２年度 18 台 4,622,300 円 2,044,000 円
令和３年度 12 台 3,172,000 円 1,415,000 円

合計 48 台 11,739,070 円 5,265,000 円
※補助金額は購入費の２分の１以内とし、限度額は15万円。
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問　
農※
１

業
集
落
排
水
事
業
の
説
明
に
お

い
て
、
令
和
３
年
度
は
終※
２

末
処
理
施
設

の
施
設
設
計
及
び
処
理
施
設
周
辺
の
管

路
一
部
整
備
工
事
と
あ
っ
た
が
、
村
当

局
よ
り
発
注
さ
れ
た
管
路
工
事
は
、
東

江
上
地
域
の
管
路
末
端
部
に
な
る
工
事

と
な
り
、
当
初
説
明
と
大
き
く
乖※
３
か
い
り離
し

て
い
る
。
そ
の
要
因
と
、
今
後
（
令
和

４
年
度
以
降
）
こ
の
事
業
を
ど
う
進
め

て
行
く
の
か
。

答　
村　
長

　

令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
基
本
設
計

に
基
づ
き
、
今
年
度
は
終
末
処
理
施
設

の
実
施
設
計
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
施
設
予
定
地
の
ボ
ー
リ
ン
グ
試
験

の
結
果
に
お
い
て
、
琉
球
石
灰
岩
特
有

の
不
均
一
な
強
度
の
地
盤
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
実
施
設
計
に
時
間

を
要
し
県
に
対
し
て
、
令
和
４
年
度
へ

事
業
繰
越
し
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
管
路
の
一
部
整
備
工
事

に
つ
い
て
は
、
当
初
は
終
末
処
理
施
設

の
周
辺
か
ら
一
部
工
事
を
開
始
す
る
計

画
だ
っ
た
が
、
水
勾こ

う
ば
い配
を
安
全
に
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
標
高
が
高
く
終
末
処

理
施
設
へ
の
水
勾
配
の
始
点
と
な
る
東

江
上
区
、
西
江
上
区
か
ら
工
事
を
実
施

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
処
理
施
設
の
整
備
工
事
を
令

和
５
年
度
事
業
で
計
画
し
て
お
り
、
一

部
供
用
開
始
を
施
設
整
備
後
の
令
和
６

年
度
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問　
農
業
基
盤
整
備
及
び
農
地
保
全
整

備
事
業
等
に
つ
い
て
。

１
．�
現
在
整
備
中
、
新
規
整
備
事
業
及

び
整
備
済
み
事
業
の
合
計
面
積
は

２
．�
整
備
予
定
総
面
積
の
面
積
割
合
は

何
％
か

３
．�

整
備
事
業
に
て
造
成
し
た
浸
透
池

数
は

４
．�

東
江
上
第
３
地
区
に
て
整
備
済
み

の
「
ト※
４

レ
ン
チ
工
法
」
の
効
果
検

証
は
い
つ
に
予
定
し
て
い
る
か

答　
村　
長

１
．�

現
在
整
備
中
の
事
業
に
つ
い
て
は

計
56
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
新
規
整
備
事

業
は
計
４
９
．
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

整
備
済
み
の
事
業
は
３
０
５
．
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
り
、
合
計

３
５
５
．
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

２
．�

整
備
予
定
総
面
積
は
６
７
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
り
、
現
在
整
備
中
、
新

規
整
備
事
業
及
び
整
備
済
み
事
業
の

合
計
面
積
の
割
合
は
約
61
％

（
２
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
な
る
。

３
．�

合
計
51
か
所
。

４
．�

ト
レ
ン
チ
工
法
の
浸
透
池
は
土
地

の
有
効
活
用
を
図
る
観
点
か
ら
、

東
江
上
第
３
地
区
で
初
め
て
導
入

を
し
た
工
法
で
あ
り
、効
果
の
検
証

に
つ
い
て
は
、大
雨
時
の
見
回
り
に

よ
る
浸
透
機
能
の
確
認
を
行
う
ほ

か
、
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
一
般

的
な
浸
透
池
と
単
位
面
積
当
た
り

の
費
用
を
比
較
し
、令
和
４
年
度
よ

り
検
証
し
て
い
く
。土
地
改
良
事
業

の
実
施
に
伴
う
潰
れ
地
農
地
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
で
あ
り
、費
用

対
効
果
の
検
証
を
し
つ
つ
、可
能
な

限
り
潰
れ
地
が
出
な
い
よ
う
事
業

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

「
農
業
集
落
排
水
事
業
」
今
後
の
事
業
計
画
は

令
和
６
年
度
に
一
部
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る

村長

内
うち

間
ま

 広
ひろ

樹
き

 議員

一
般
質
問

トレンチ工法を使用した植栽帯トレンチ工法を使用した植栽帯

※１ �農業集落排水
生活環境向上や農業用水の水質保全などを目的に、各家庭のト
イレやお風呂などから出た汚水を下水道管を通じて処理場に集
め、汚水処理を行ったのち、海や川に放流するための施設。

※２ �終末処理施設
下水を最終的に処理して公共用水域または海域に放流するた
めに設けられる施設。

※３ 乖
かい

離
り

「離れること」「離れているさま」を意味する語
※４ �トレンチ工法

4ｍ穴を掘り、2m50㎝まで雑石、塩化ビニールパイプを入
れ、その上に土を戻して、植栽を行っている地下浸透施設の
こと。
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問　
本
村
の
溜
池
建
設
は
沖
縄
県
の
祖

国
復
帰（
１
９
７
２
年
）に
あ
た
り
各
市

町
村
で
記
念
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
当
時
の
知
念
彦
吉
村
長
の「
村

の
農
業
振
興
を
図
る
に
は
農
業
用
水
の

確
保
を
最
優
先
す
べ
き
だ
」
の
声
に
よ
っ

て
東
江
上
区
と
阿
良
区
に
2
ヵ
所
の
溜

池
が
建
設
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

そ
の
溜
池
の
危
険
防
止
壁
に
は
、
建
設

年
の「
72
」の
文
字
と
日
の
丸
を
表
す「
ま

る
」
が
か
た
ど
ら
れ
今
で
も
一
部
に
残
っ

て
い
る
。
溜
池
の
建
設
に
よ
り
本
村
に

お
い
て
も
花か

き卉
栽
培
が
導
入
さ
れ
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
現
在
村
内
に
は
22
ヵ

所
、
容
量
で
約
65
万
ト
ン
の
溜
池
が
建

設
さ
れ
農
業
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
。
長
年
の
念
願
だ
っ
た
地
下
ダ
ム

の
完
成
に
よ
り
農
業
用
水
の
確
保
と
い

う
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
今
で
は
大

雨
時
の
海
浜
汚
染
を
緩
和
す
る
沈ち
ん

砂さ

池ち

や
農
業
用
水
の
配
水
池
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
利
用
度
の
低
い
溜
池
に
は
小
魚

を
繁
殖
さ
せ
渡
り
鳥
を
増
や
し
子
ど
も
達

が
野
鳥
観
察
の
で
き
る
溜
池
に
変
え
る
の

も
一
つ
の
考
え
方
だ
と
思
う
。
現
在
の
ま

ま
で
は
も
っ
た
い
な
い
、
水
面
の
利
用
も

含
め
そ
の
道
の
専
門
家
の
ご
意
見
も
伺
い

な
が
ら
今
後
の
溜
池
の
利
活
用
計
画
を
策

定
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
村　
長

　

国
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
地
下
ダ

ム
の
完
成
に
よ
り
豊
富
な
農
業
用
水
が

確
保
さ
れ
て
い
る
。大
小
22
ヵ
所
の
溜
池

の
う
ち
17
ヵ
所
は
国
営
関
連
溜
池
と
し

て
今
後
も
活
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

水
面
の
利
用
に
つ
い
て
は
揚
水
機
や
加

圧
機
等
の
詰
ま
り
や
機
器
類
の
故
障
の

原
因
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
湧

出
溜
池
や
ア
カ
シ
ャ
溜
池
等
の
利
用
度

の
低
く
な
っ
た
溜
池
は
今
後
ど
の
よ
う

な
利
活
用
が
あ
る
の
か
検
討
し
た
い
。

問　
溜
池
を
巡
っ
て
み
る
と
現
状
の
ま

ま
で
も
一
時
期
で
は
あ
る
が
渡
り
鳥
の

鵜う

が
12
、13
羽
ほ
ど
、ク
イ
ナ
が
5
、6

羽
ほ
ど
い
る
溜
池
も
あ
り
、そ
の
溜
池
で

小
魚
を
繁
殖
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
渡
り

鳥
を
今
よ
り
多
く
集
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
。
ま
た
昔
の
溜
池
に
は
ア
メ

ン
ボ
、ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、ヤ
ゴ
、カ
エ
ル
等

の
生
き
物
も
多
く
生
息
し
て
い
た
が
今

は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
の

水
中
生
物
が
観
察
で
き
る
昔
の
溜
池
に

造
り
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
笑
い

話
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、ス
ッ
ポ
ン

や
う
な
ぎ
の
養
殖
等
に
利
用
で
き
る
溜

池
に
造
り
変
え
お
金
を
生
む
溜

池
に
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考

え
る
。
ま
ず
は
専
門
家
の
ご
意

見
を
伺
う
こ
と
も
大
事
で
は
な

い
か
。

答　
村　
長

　

利
用
度
の
低
い
溜
池
に
つ
い

て
は
、
有
効
に
利
活
用
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
だ
と
の
考
え
に

賛
同
す
る
部
分
も
あ
る
。
本
来

の
目
的
も
果
た
し
な
が
ら
時
代

の
要
請
、
要
求
に
添
っ
た
利
活

用
に
今
後
県
内
外
の
事
例
も
調

査
研
究
し
た
い
。

　

村
の
新
し
い
産
業
の
育
成
、

振
興
に
も
生
か
せ
る
こ
と
を
念

頭
に
有
効
利
用
し
た
管
理
運
営

に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

利
用
度
の
低
い
溜
池
の
利
活
用
方
法
を
検
討
す
る

村長 農
業
溜
池
の
利
活
用
計
画
の
策
定
を

一
般
質
問

72年の文字をかたどった復帰1号溜池72年の文字をかたどった復帰1号溜池

島
しまぶくろ

袋 義
よしのり

範 議員
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問　
昨
年
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た

方
が
亡
く
な
り
、
発
見
さ
れ
た
時
に
は
死

後
硬
直
し
て
い
た
事
故
が
起
き
た
。
死
因

は
出
血
多
量
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
そ
う

で
、
も
し
も
発
見
が
早
か
っ
た
な
ら
ば
出

血
多
量
で
亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
起
き

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
事
故
は

一
つ
の
例
だ
が
一
人
暮
ら
し
の
方
が
増
え

て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、
今
後
も
孤
独

死
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
対
策

と
し
て
自
分
自
身
に
異
常
が
あ
っ
た
場

合
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
役
場
と
つ
な
げ
る

体
制
の
確
立
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
う

か
。

答　
村　
長

　

65
歳
以
上
74
歳
以
下
の
単
身
世
帯
は

２
８
１
世
帯
、
75
歳
以
上
の
単
身
世
帯
は

２
８
８
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
要
支
援
世

帯
24
世
帯
中
、
単
身
世
帯
は
19
世
帯
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
県
内
自
治
体
で
の

実
施
方
法
や
効
果
を
調
査
し
、
福
祉
課
、

住
民
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会

福
祉
協
議
会
等
が
一
体
と
な
っ
て
村
の
実

情
に
沿
っ
た
体
制
と
方
法
を
検
討
し
、
導

入
に
向
け
て
努
め
て
い
く
。

問　
琉
球
新
報
は
高
軌
道
ロ
ケ
ッ
ト
砲

シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
と
み
ら

れ
る
武
器
の
展
開
を
報
じ
て
い
る
。
訓

練
は
、
台
湾
と
中
国
が
戦
争
を
始
め
、

米
軍
も
参
戦
し
た
場
合
に
、
ミ
サ
イ
ル

基
地
が
敵
の
攻
撃
か
ら
免
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
発
射
装
置
を
移
動
し
な

が
ら
基
地
を
確
保
す
る
「
飛
び
石
作

戦
」
と
も
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

台
湾
と
中
国
の
戦
争
が
勃
発
し
、
米

軍
も
参
戦
し
た
場
合
、
米
軍
が
集
中
す

る
沖
縄
は
真
っ
先
に
攻
撃
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
海
兵
隊

の
Ｅ※
５

Ａ
Ｂ
Ｏ
訓
練
に
反
対
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
村　
長

　

訓
練
状
況
を
確
認
し
て
い
た
名
嘉
議

員
と
政
策
調
整
室
の
担
当
職
員
が
高
機

動
ロ
ケ
ッ
ト
砲
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｓ
）
と
見
ら
れ
る
機
材
を
確
認
し
た

と
の
報
告
を
受
け
て
、
担
当
室
が
沖
縄

防
衛
局
を
通
じ
て
米
軍
に
照
会
し
た
と

こ
ろ
、
訓
練
内
容
等
に
つ
い
て
は
公
表

で
き
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
Ｅ
Ａ
Ｂ

Ｏ
訓
練
に
つ
い
て
は
、
県
内
の
米
軍
施

設
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
沖
縄
県
、
基

地
所
在
市
町
村
で
構
成
す
る
軍
用
地
転

用
促
進
・
基
地
問
題
協
議
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
方
々
の
緊
急
時
の
連
絡
体
制
の
確
立
を

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、
連
絡
体
制
を
導
入
し
て
い
く

村長

名
な

嘉
か

　實
みのる

 議員

一
般
質
問

※５ EABO
遠征前進基地作戦のこと。敵の接近阻止・領域拒否に対して、
その脅威圏内に前進基地を設置し、これを海軍・海兵隊部隊の
拠点として制海の支援などにあたるものとされる。

海
兵
隊
の
Ｅ
Ａ
Ｂ
Ｏ
訓
練
に

反
対
す
べ
き
で
は

村長 �

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
対
応
す
る

緊急通報システム緊急通報システム
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意
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書･

叙
勲･

表
彰

赤嶺 昇県議会議長へ要請赤嶺 昇県議会議長へ要請大城玲子保健医療部長へ要請大城玲子保健医療部長へ要請

　「伊江村立医師確保に関する意見書及び要請決議」
　を全会一致で可決

令和４年春の叙勲
旭日双光章に友

と も

寄
よ せ

祐
ゆ う

吉
き ち

氏

島袋義範議員、内間広樹議員表彰

3 22

　村立診療所は、1960年（昭和35年）に開設し、長年にわたり医師の招聘、看護師や専門技師の確保に
努めてきました。1日あたりの外来患者は1日平均100名前後で、常勤医師2人体制は必須であります。村
では各関係機関への要請やホームページによる公募などを行っていますが、医師確保には困難を極めてい
ます。そこで、村議会では、安定した離島医療の確保と常勤医師の確保に向け、県知事及び県議会議長へ
要請を行いました。北部選出議員の仲里全孝県議、平良昭一県議にも同行いただきました。

※沖縄地域医療支援センターの「ゆいまーるプロジェクト」において医師を確保することができました。
　5 月から天野博哉医師が常勤医師として診療に携わっておられます。

　昭和57年から平成26年までの８期32年にわたり村議会議員と
して村政の発展及び福祉の向上にご尽力をされ、平成6年から2期
議長の役職を務め、議会の円滑な運営に務められました。退任後
も社会福祉協議会の理事、副会長、会長を歴任し、福祉の向上に
大きく貢献され現在に至っております。

　2月17日（木）第51回沖縄県町村議会議長会総会が
那覇市の自治会館で開催され、島袋義範議員が町村議会
議員在職者15年以上として、全国町村議会議長会会長よ
り、内間広樹議員が町村議会議員在職者11年以上とし
て、沖縄県町村議会議長会会長より、表彰されました。

医師不足の解消を図るため、伊江村立診療所への常勤医師の安定確保に努めること

医師確保に向けた情報提供を図ること

伝達表彰を受ける友寄氏伝達表彰を受ける友寄氏
5月６日 沖縄県庁5月６日 沖縄県庁

県知事・県議会議長へ直接要請

1.
2.
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令和４年　第２回定例会	 会期：３月３日（木）～３月17日（木）

議案番号 件　　　名 議決結果

報告第２号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果に関する報告書の提出について 原案報告

報告第３号 令和４年度沖縄県町村土地開発公社事業計画の報告について 〃

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について（西江前区　島田勝雄　氏） 適　　任

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について（西崎区　島袋和代　氏） 〃

同意第１号 固定資産評価審査委員の選任について（真謝区　金城和廣　氏） 原案同意

同意第２号 固定資産評価審査委員の選任について（阿良区　長嶺徳和　氏） 〃

同意第３号 固定資産評価審査委員の選任について（西江上区　知念和幸　氏） 〃

議案第７号 令和４年度伊江村一般会計予算（起立多数）※P4 ～ P7参照 原案可決

議案第８号 令和４年度伊江村診療所特別会計予算　（全会一致）　※P4 ～ P5参照 〃

議案第９号 令和４年度伊江村国民健康保険特別会計予算　（全会一致）　※P4参照 〃

議案第10号 令和４年度伊江村後期高齢者医療特別会計予算　（全会一致）　※P4参照 〃

議案第11号 令和４年度伊江村水道事業会計予算　（全会一致）　※P4参照 〃

議案第12号 令和４年度伊江村船舶運航事業会計予算（起立多数）※P4 ～ P7参照 〃

議案第13号 令和３年度伊江村一般会計補正予算（第10号） 〃

議案第14号 令和３年度伊江村診療所特別会計補正予算（第４号） 〃

議案第15号 令和３年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 〃

議案第16号 令和３年度伊江村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 〃

議案第17号 伊江村課設置条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第18号 機構改革に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 〃

議案第19号 伊江村長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定について 〃

議案第20号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 〃

議案第21号 伊江村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第22号 伊江村職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第23号 伊江村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第24号 伊江村農業集落排水事業運営基金条例の制定について 原案可決

議案第25号 伊江村農業振興推進協議会設置条例の制定について 〃

議案第26号 伊江村体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第27号 伊江辺地に係る総合整備計画の変更について 〃

議案第28号 伊江村体験交流施設の指定管理者の指定について（LLP伊江島ホースセラピー） 〃

議 決 の 結 果
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議案番号 件　　　名 議決結果

調 査 報 告 議員定数調査特別委員会報告　※P2 ～ 3参照 報　　告

発委第１号 伊江村議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

意見書第１号 伊江村立診療所の医師確保に関する意見書　※P13参照 〃

決議第１号 伊江村立診療所の医師確保に関する要請決議　※P13参照 〃

　第３回臨時会	 会 期：３ 月29日（ 火 ）

議案番号 件　　　名 議決結果

報告第４号 伊江村総合運動公園屋内体育施設新築工事（電気）の専決処分の報告について 原案報告

報告第５号 伊江村総合運動公園屋内体育施設新築工事（機械）の専決処分の報告について 〃

報告第６号 伊江村屋内体育施設備品購入の専決処分の報告について 〃

報告第７号 農業基盤整備促進事業(東江上第３区)整備工事(R3)その１の専決処分の報告について 〃

報告第８号 西小学校外構改修工事（R ３）の専決処分の報告について 〃

認定第１号 村道の路線廃止について 原案認定

認定第２号 村道の路線変更について 〃

議案第29号 伊江村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第30号 令和３年度伊江村一般会計補正予算（第11号） 〃

議案第31号 令和３年度伊江村診療所特別会計補正予算（第５号） 〃

議案第32号 令和３年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 〃

議案第33号 令和３年度伊江村後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 〃

議案第34号 令和３年度伊江村船舶運航事業会計補正予算（第２号） 〃

　第4回臨時会	 会 期：５月20日（ 金 ）

議案番号 件　　　名 議決結果

報告第９号 伊江村総合運動公園屋内体育施設新築工事（土木）の専決処分の報告について 原案報告

承認第１号 専決処分した伊江村税条例の一部を改正する条例の承認を求めることについて 原案承認

承認第２号 専決処分した伊江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の承認を求めることについて 〃

議案第35号 自走式撹拌機購入業務の契約について 原案可決

議案第36号 原料回収車等購入業務の契約について 〃

議
決
の
結
果

議 決 の 結 果
令和４年　第２回定例会
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「議会広報　いえそん」をご覧
になったことはありますか。
①いつも見ている（11人）
②見たことはある（２人）
③知っているが見たことはない（１人）

●定住促進に関心がある。住宅不足である。
●子育てについて
●子ども達の教育環境の充実
●人口について（若者支援等）
●観光産業（民泊事業）について
●現在、沖縄本島より伊江島の風景をライブ配信して

いるが伊江村内部からも風景を固定カメラで配信す
る予定はないでしょうか（数ヵ所）

●コロナ関連の各種支援の申請について
●女性の議員もいてほしい
●産婦人科や助産師がいた方が良い

●村長の施政方針は細かいことまで考えていたのだと
思い、良かった。

●傍聴席がせまいので、広めの席を。（メモしやすい
様にテーブルを設置してほしい）

●上がるのが大変なのでエレベーターを設置してほしい。
●予算概要の説明を聞いたが、その内容をわかりや

すくする為、議決前でも予算書の提供（貸与でも良
い）はできないか。

●初めて傍聴して緊張感がある議会だと思った。次に
機会があれば、一般質問を傍聴したい。

もし、あなたが議員ならどの
ような質問をしますか。

議会傍聴の感想をご自由に
記入ください。（抜粋）議会傍聴 感想やご意見ありがとう

ございました

議会広報いえそんNo.176号（３月号）

知念 雅保 ちねん まさやす

自己紹介

自己紹介

議会広報「いえそん」を読んでの感想

議会広報「いえそん」を読んでの感想

伊江村に対する意見や期待する事

伊江村に対する意見や期待する事

西江前区行政区

大城 公 おおしろ こう 東江前区行政区

　共栄自動車サービス代表。皆様のカーライフに寄り添える
整備工場を目指し日々精進して参ります。

　葉物（モンステラ）を栽培。

　各議員の方々の一般質問の内容等とても解りやすく掲載さ
れていると思います。

　カラーで、写真も多く使われていて良いと感じました。最
優秀賞を受賞おめでとうございます。更なる高みを目指して、
今よりも良い広報作り（全国での賞）に期待しています。

　我々整備業界を含め、様々な業種での人材不足の話をよく
耳にしますが島の魅力や将来性を生かし、地域が活性化する
事が叶えば、15 歳で島立をし、村外で経験を積んだ若者がいずれ帰りたくなる様な島になり、ひいては島
の繁栄に繋がっていくのではないかと思いますので議会、行政の皆様には一層のご活躍をご期待します。

　若者が帰ってきやすい環境を整備する事が大事だと思います。
U ターンして帰ってくる人達が働ける環境作りをしてほしい。

老人クラブ連合会役員・区長会・各団体長等３月定例会 ３/３/3・83・8

老人クラブ連合会役員老人クラブ連合会役員

区長会・各団体区長会・各団体

復帰っ子（1972年生）に
感想を　　　　みました。聞いて
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議会の活動
３３月月

４４月月

５５月月

March

April

May

	  2日：	沖縄復帰50周年記念事業資料提供要請（議長/中城村）
  3日～17日： 第2回伊江村議会定例会
	  4日：	北部広域市町村圏事務組合議会第59回定例会
		  （議長/名護市）
10日：	例月出納検査（内田竹保監査委員）
12日：	伊江中学校卒業式（議長）
22日：	医師確保に関する要請行動（議長、内間広樹議員/那覇市）
23日：	社会福祉協議会理事会（副議長）、評議員会（正副議長）
24日：	第3回村行政改革推進委員会（議長、内間広樹議員）
25日：	国頭村役場新庁舎落成記念式典（議長/国頭村）
29日：	第3回伊江村議会臨時会
31日：	役場職員退職者辞令交付式（議長）

	  1日：	役場職員人事異動辞令交付式（議長）
  4日：	教職員辞令交付式（議長）
	  8日：	例月出納検査（内田竹保監査委員）
17日：	アーニーパイル慰霊祭（副議長）
18日：	�沖縄振興特別措置法成立にかかる西銘大臣へのお礼

（議長/東京都）
21日：	芳魂之塔平和祈願祭（全議）
22日：	�県町村議会議長会定例理事会・沖縄振興拡大会議

（議長/那覇市）
26日：	議会広報調査特別委員会（議長・広報委員）
28日：	もとぶ文化交流センター落成式（議長/本部町）
29日：	�伊江村総合体育館オープニングセレモニー（全議員）

10日：	伊江村総合体育館落成式（全議員）
11日：	例月出納検査（内田竹保監査委員）
15日：	沖縄復帰50周年記念式典（議長/宜野湾市）
20日：	第４回伊江村議会臨時会
    　　	議会広報調査特別委員会（議長・広報委員）
26日：	�北部広域市町村圏事務組合議会第58回臨時会及

び第1回北部議長会理事会・総会（議長/名護市）
30日：	�第47回全国町村議会議長・副議長研修会（正副議

長/東京都）

沖振法成立にかかる西銘恒三郎内閣府特命担当大臣にお礼

伊江村総合体育館落成式

議会広報いえそん176号（P16）掲載の生徒の名前に誤りがありました。
（誤）新垣颯太さん→（正）新垣颯大（しんがき そうた）さん。訂正してお詫び申し上げます。お詫びと訂正

議会傍聴を希望される方は、議会事務局（☎49 -2924）へお問合せ下さい。
また、新型コロナウイルス感染症の影響によりご遠慮いただく場合がございますのでご理解ください。

6月15日（水）午前10時〜▶ ６月定例会予定  

来
て
見
て

　

「
議
会
！
」
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